
特別の教科 道徳
I 教科、種目の観点

資料作成に当たつては、共通観点の他に、学習指導要領(平成29年 3月 )に示された「特別の教科 道徳」の目標や内容等に即して検討し、教科独自の観点を定めた。

1教育基本法の理念や第二期長崎県教育振興基本計画の趣旨・内容を踏まえて、豊かな人間性の育成を図る上での特長

教科の特質に応じて、「教育の目的」及び「教育の目標」の達成、「本県教育が目指す人間像」の育成に資する内容、構成となつているか。

ふるさと長崎の伝統・文化や歴史、自然について理解を深める学習に生かせる題材が扱われているか。

2学習指導要領の目標や内容等を踏まえて、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養う上での特長

生徒の発達の段階に即し、ねらいを達成するために適切に配慮されているか。

生徒が深く考えることができ、人間としてよりよく生きる喜びや勇気を与えられるよう適切に配慮されているか。

指導方法を工夫できるよう言語活動や問題解決的な学習や道徳的行為に関する体験的な学習等について適切に配慮されているか。

公正な視点から、生徒の発達の段階に即し、物事を多面的・多角的に考えることができるよう適切に配慮されているか。

現代的な課題などにおいて、国際的な視野も含めて、広く題材の選択等を行っているか:

家庭や地域社会と連携した活用ができるよう適切に配慮されているか。

3学習効果や使いやすさ、見やすさ(ユニバエサルデザイン)等の観点からの表記。表現や体裁の特長

文章は、分かりやすく、質・量ともに適切な記述となつているか。

写真、挿絵、図表などは、学習意欲を高めるとともに、学習内容との関連や学習効果に十分配慮されているか。

レイアウトや色彩、文字の大きさ、挿絵の活用、紙質、製本等については、適切に配慮されているかと
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Ⅱ 濃定資料利用上の留意点
1資料の作成に当たつては、設定した観点ごとイこ、特に目立った事柄を取り上げること。
2利用に際しては、全体を通して総合的に判断し、各教科書の特色をとらえるとともに、地域の実態、その他の条件を考慮して、適正な採択のための資料とすること。
3前記の観 J点と次表の観ッ点 具ヽ体項 目と|ま、対応させて読み取ること。



Ⅲ 特別の教科 道徳

日 文

。いじめに関する教材で構成するユ
ニントを複数配置することで、いじ
めを自分たちの問題 として捉え、い
じめを許 さない心や、他者を認める
心などを育むことができるよう配慮
されている。

・ 3年 「風に立っライオン」で、さだ
まさしの楽曲を通 して、本県ゆかり
の医師柴田紘一郎の海外での活動を

紹介するこ とで、本県への関心を高
めることができるよう配慮 されてい

る。

光 村

・論語や養生訓など、先人が残した資
料を漫画やイラス トで分かりやすく
伝える教材を配置することで、伝統
や文化を大切にしようとする心情を
育むことができるよう配慮されてい
る。

・ 2年 「日本各地の世界遺産」で、本

県の「明治日本の産業革命遺産」及
び「長崎と天草地方の潜伏キプシタ
ン関連遺産」を紹介することで、本
県の歴史への関心を高めることがで
きるよう配慮されている。

教 出

いじめや差別のない社会について、
SNSや情報モラルを関連付けて考える
ことができる教材をユニットとして
複数配置することで、いじめや差別
を許さない心や社会性を育むことが
できるよう配慮されている。

2年 「風に立つライオン」で、本県
ゆかりの青年医師の海外での活動を
紹介するとともに、 3年 「鳩が飛び
立つ日～石井筆子～」で、本県出身
の、障害児教育に尽力した石井筆子
を紹介することで1本県への関心を
高めることができるよう配慮されて
いる。      _

東 書

・いじめや生命尊重について、漫画や
実話を基にした教材をユニツトとし

て連続で配置することで、いじめを
許さない心や命を大切にする心を育
むことができるよう配慮されてい
る。

・ 1年 1シЯll上のことを考える」で、本
県において原爆で被災した方の救護
活動に取 り組んだ医学博士永井隆を

紹介することで、平和を希求する本

県への関心を高めることができるよ

う配慮 されている。
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一Ⅲ 特別の教科 道徳

日 科

・ I生き方」をテーマに、先人や者妬
人の体験や夢を紹介 した教材を配置
することで、郷土や国家を担 う責任
を自覚することができるよう配慮 さ
れている。

・ 1年 1銅像が教えてくれたこと」
で、本県ともかかわりがある、陸奥
宗光の活動を紹介することで、本県
の歴史についても理解を深めること
がでぎるよう配慮されている。

廣あかつき
・いじめに関する教材を取り入れると

ともに、共生や人権等の現代的な課
題についても複数教材を配置するこ
とで、思いや りの心を育むことがで
きるよう配慮されている。

つ ライオン」で、本県

出身の歌手さだまさしの楽曲を通し
て、本県ゆかりの医師の海外での活
動を紹介することで、本県への関心
を高めることができるよう配慮され
ている。

・ 3年 1

学 研

・世界で活躍する日本人を多く取り上
げ、生徒が関心をもうような教材を
設定することで、自分に置きかえて
考え、人生を切 り拓いていく高い志
を育むことができるよう配慮されて

ぃる。

・ 1年クローズアップ I日 本各地の自
然愛護の活動」で、本県が接する有
明海の千潟を守る保護活動を紹介す
ることで、本県への関心を高めるこ
とができるよう配慮 されていると

教
科
の
特
質
に
応
じ
て
、

「
教

＞
目
的
」
及
び

「
教
育
の
目
標
」

徹
餓
一

の
「詠

嫌
働
勢
掛
飾
疑
竹

と
な

つ
て
い
る
か
。

構 人の育
t'閤 穣 の

ふ

る

さ

と

長

崎

の
伝

統

・
文

０
融ド
鶴
力ヽ然
ｕ
わ
騨
瓶
腿
擁
溌
解

カ

てめ化

いるや
る単鷹

発行者
観点

‐
麟
靖
湛
蘇
罹
拗

力ヽ 理
輸
燎
勝
に
明
韻
鵡
靭
教
育
振
興
基
本
計
画
の
趣
旨

・
内
容
を

τ
図
る
上
で
の
特
長



Ⅲ 特別の教科 道徳

日 文

・各学年の実態をF沓まえたテーマを設
定するとともに、重点項 目である
「いじめと向き合 う」や 「よりよい

社会 と私たち」を、繰 り返 し効果的
に学べるように教材を配列すること
で、生徒の発達の段階に即して学習
を深めることができるよう配慮され
ている。

・杉原千畝、山中伸弥、さかなクンと

ぃつた先人や著名人、吉田沙保里、
井上康生といったスポーツ選手など
の、夢や目標達成のための苦悩や努
力を取り上げることで、′人間として
よりよく生きることの喜びや勇気を
感 じ取ることができるよう配慮され
ているも

。「学習の進め方」のぺ‐ジを設ける
ことで、生徒が問題について考え、
議論を深めることができるよう配慮
されている。

・役割演技の内容や、見るときの視点
等を示すことで、体験を通 して何を
学ぶのか、道徳的価値の理解を深め
ることができるよう配慮されてい

る。             ´

光 村

・全学年 1道徳の授業を始めよう !」

で、学習の意義 と流れをつかむため
に、既習資料を活用 した授業開きを

位置付けた りt年間を三つの 「シー
ズン」に区切 り、それぞれに学びの

テーやを設定した りすることで、生

徒の発達の段階に即 して学習を深め
ることができるよう配慮 されてい

る。

・北村麻子、吉田買美、菱田春軍と
いつた先人や著名人、三條実穂、大
野将平 といつたスポーツ選手など
の、夢や 目標達成のための苦悩や努
力を取 り上げることで、人間として
よりよく生きることの喜びや勇気を
感 じ取ることができるよう配慮され
ている。

・生徒の役割演技を取 り入れた活動を
設定することで、道徳的価値の理解
を深めるとともに、生徒の学びを活
性化することができるよう配慮 され
ている。

といじめ問題や学校生活で起こる身近
な問題について具体的な場面を取り
上げ(解決策を考えさせることで、
道徳的価値の理解を深めることがで
きるよう配慮されている。

教 出

・巻頭の I道径冷斗での学びを深めるた
めに」で、授業の流れを例示 して学
習のイメージをつかみやすくすると
ともに、毎時間の学びを記録 して 1

年間の学びの見通 しを分かりやす く
することで、生徒の発達の段階に即
して学習を深めることができるよう
配慮 されている。

・杉原千畝、野村高斎といつた先人や
著名人、長嶋茂雄、イチロー、竹下
佳江といつたスポーツ選手などの、
夢や日標達成のための苦悩や努力を
取り上げることで、人間としてより
よく生きることの喜びや勇気を感 じ
取ることができるよう配慮されてい
る。

・教材ごとに、学習の視点、学びの道
しるべの活用、振 り返り、まとめを
設定することで、学習の流れがつか
みやすくなるよう配慮されている。

・ 「学びの道 しるべ」で、教材内容に

沿つた発間を二つ掲載することで、
学級の実態に応 じた学習展開が可能
になるよう配慮 されている。

東 書

・各学午の冒頭 に I話 し合いの手引

き」や「学習の流れ」を提示した
り、「いじめ問題」と「生命尊重」―

を効果的に指導することができるよ
う、同一ユニット内に複数の教材を
配置したりすることで、生徒の発達

′

の段階に即して学習を深めることが
できるよう配慮されていると

・田中正造、杉原千畝、野口聡一と
いうた先人や著名人、黒田博樹、小
平奈緒といつたスポーン選手など
の、夢や目標達成のための音悩や努
力を取り上げることで、人間として
よりよく生きることの喜びや勇気を
感じ取ることができるよう配慮され
ている。

・問題″解決的な字習について、各字年
テーマを設定し、教材を基にした話
し合いを設定することで、道徳的価
値の理解を深めることができるよう
配慮されている。

・各学年、体験的な学習について、
「ACTiON」 として、テーマを
設け、役割演技を示すことで、道徳
的価値の理解を深めることができる
よう配慮されている。
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Ⅲ 特別の教科 道徳

日 科

・四つの視点ごとの教材配列で指導の

時期や順序を工夫 しやすくするとと
もに、登場人物やス トー ジーに 3年
間の連続性をもたせた教材を配置す
ることで、生徒の発達の段階に即 し
て学習を深めることができるよう配
慮 されている。

・吉田松陰、山中伸弥といつた先人や
著名人、国枝慎吾、長嶋茂雄、松井
秀喜といつたスポーン選手などの、
夢や目標達成のための苦悩や努力を
取り上げることで、人間としてより
よく生きることの喜びや勇気を感 じ
取ることができるよう配慮されてい
る。

・ 1年 「二つの足跡」では、 「議論が

沸き起こるワークシー ト」を付ける
ことで、指導方法を工夫することが
できるよう配慮 されている。

・各学年ごとに、余韻を残す終わり方
の教材を複数用意することで、物語
の展開を生徒に考えさせることがで
きるよう配慮されている。

廣あかつき
・教材ごとに I道徳ノー ト」を柔軟に
活用し、深まりのある学習ができる

するとともに、ノー トの巻末
「心のしおり」では、学習内
に振 り返りができるようにす
で、生徒の発達の段階に即レ
を深めることができるよう配
ている。
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・マザー・テレサ、向田邦子 といつた

先人や著名人、王貞治、三浦知良、
松井秀喜 といつたスポーン選手など
の、夢や 目標達成のための苦悩や努
力を取 り上げることで、人間として
よりよく生きることの喜びや勇気を
感 じ取ることができるよう配慮 され
ている。

・教材ごとの 「考える、話 し合 う」に
おいて、複数の発問例を設定するこ
とで、学級の実態に応 じて発間を工

夫することができるよう配慮されて
予`る。

・教材ごとに関連する内容を道徳ノー
トに掲載することで、生徒の理解を
深めた り、指導方法を工夫 した りす
ることができるよ う配慮 されてい

る。

1年間の学びによる成長を生徒が自
ら気付くことができるよう、巻頭に
自分を見つめるペエジを、巻末に学
期末ごとに学びを振 り返るペエジを
配置するとともに、多数の「特設
ページ」を設定することで、生徒の

発達の段階に即して学習を深めるこ
とができるよう配慮されている。

。伊能忠敬、山中伸弥といつた先人や
著名人、イチロー、長谷部誠、高梨
沙羅といつたスポーツ選手などの、
夢や日標達成のための苦悩や努力を
取り上げることで、人間としてより
よく生きることの喜びや勇気を感 じ
取ることができるよう配慮されてい
る。

・教材末の 「深めよう」において、活
動の具体例を示すことで、学級の実
態に応じた授業展開を工夫すること
ができるよう配慮されている。

。「クローズアップ プラス」を設
け、いじめ防止や生命尊重に関する
具体的場面を考えさせることで、生
徒の実生活につなげることができる
よう配慮されている。

学 研
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Ⅲ 特別の教科 道徳

日 文

・ Iい じめ」や |キ ヤツア教育」等を
テーマとしたユニット教材を全学年
において設けるとともに、教材末の
「プラントホ~ム」で他教科等との

関連を示すことで、物事を多面的・

多角的に考えることができるよう配
慮 されている。

・生命尊重に重点を置きながら、現代
的な課題である情報モラル、いじめ
問題、持続可能な社会、安全等を
テーマごとに配列して提示すること

で、幅広い内容を系統的に考えるこ
とができるよう工夫している。

Iよ りよい千土会 と私たち」をテーマ

とした教材や、社会参画等を話題 と
したコラムを掲載 した り、巻末に保
護者へのメツセージを提示 した りす
ることで、地域社会や家族 とのつな
がりについて考えることができるよ
う配慮 されている。

光 村

が
げ
多

る

と
な
を
き

こ

つ
事

で

る
Ｆ
物
が

釉
ド
く
説
。

を

て
と

る

る

・生徒の発達の段階に応 じた Iシーズ

ン」を設定するとともに、教材末の
「考えよう」には別の視点から考え

できる「見方を変え
よう」を設定するこ

面的・多角的に考え
よう配慮されてい

・生命専亘、いじめ問題、情報モラ
ル、社会参画、国際理解等、現代社
会の課題を系統的に配置 した り、本
編 と関連 したコラム等を設けた りす
|る ことで、考えを深めることができ
るよう工夫 している。

・コラム I広げよう」で社会参向を取
り扱つた り、 「深めたし

!ヽ む」で地域
社会とのかかわりについて振 り返る
場面を設けたりすることで、学習内
容を家庭や地域社会で生かすことが
できるよう配慮されている。

・生命辱亘やいじめ問題を基本 とし、
情報モラル、持続可能な社会の形
成、食育等の現代的な課題について

も、生徒の発達の段階に即 して配置
することで、多様な課題に触れるこ

とができるよう幅広く題材を選択 し
ている。 :

・春末に、郷上に関する題材や各郡這
府県ゆか りの人物を取 り上げた り、
「やらてみよう」のパージで、地域
社会を意識した体験的な学習を扱つ
たりすることで、地域社会とのつな
がりを意識することができるよう配
慮されている。

教  出

・シジィズ化された教材を3年間を通
して活用し、生徒の成長と学校行事
を関連させた教材を配置するととも
に、教材末の「学びの道じるべ」で

複数の視点を設けることで、物事を
多面的・多角的に考えることができ
るよう配慮されている。

・社会参画や家族愛、郷土愛など、地
域社会や家族とのかかわりを考える
教材を複数取り入れることで、自分
自身が、家族や地域社会を構成する
一員であるということへの自覚を深
めることができるよう配慮されてい
る。

東 書

・新聞や漫画を基にした教材など、
様々な視点から気持ちを考え、意見
交換をすることができる教材を取り
上げるとともに、各学年に「PLU
S」 を設定することで、物事を多面
的・多角的に考えることができるよ
う配慮されている。

生命の尊厳や国際翼解、情報モラル

や持続可能な社会の形成、キャリア
教育などの現代的な課題について、
生徒の発達の段階に即した身近な事
例を取り扱 うことで、問題解決に向
けた議論ができるよう題材を選択し
ている。
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Ⅲ 特別の教科 道徳

日 科

・各学年に Iい じめをなくす 。生命を
尊ぶ」教材や 「情報モラルを守る態
度を身につける」教材、 「生き方を
探す」教材等を設定することで、生

徒が発達段階に応 じて多面的 !多角
的に考えることができるよう配慮 さ
れている。

・命の教育を重点テ‐マとし、情報モ

ラルやいじめ防止等、現代的な課題
を複数取 り上げた り、世界で活躍す
る日本人に注目した りするなど、 日
常生活 と関連性をもつて学習できる
よう題材を幅広 く選択 している。

・家庭や地頼社会について共懸 しやす
い題材を用いた教材を複数配置した
り、教材文の後の補助資料で、自分
の生活と関連付けたりすることで、
家庭や地域とのつながりを意識する
ことができるよう配慮されている。

廣あかつき
・ Ithinking」 と関連した教材を各学

年に配列するとともに、「生命の尊
重」「家族愛」「郷土愛」等の内容
項目において、生徒の心に響く教材
を学年ごとに配列することで、多面
的・多角的に考えることができるよ
う配慮されている。

,生命尊重を基本に、いじめ防止や情
報モラル等の身近な課題を扱 う教材
を取り上げたり、巻末に持続可能な
社会の話題を配置したりするなど、
日常生活とつなげて考えることがで
きるよう幅広く題材を選択してい
る。

・家族 とのかかわ りやできごと、地板
の人 との交流や行事を題材 とした
り、中学生の作文や新聞等を掲載す
るコラムを設けたりすることで、家
族や地域との交流を自分のこととし
て考えることができるよう配慮され
ているょ

学 研

・ Tい じめの防止」 I情報モラル」
「SDGs」 等のティヤについて、各学
年に複数の教材を配列するととも
に、教材末の「深めよう」で生徒ヘ

の問いの工夫が施されており、物事
を多面的・多角的に考えることがで
きるよう配慮されているも

・生命の専厳、いじめ問題を基本に、
現代的な課題である情報モラル、国
際理解等の内容をマークで表した
り、本編教材と関連が深い特設ペー
ジを設けたりすることで、自主的に
考えることができるよう工夫してい
る。     ―

・教材文の後の 1ク ローズアップ」で
家族に気持ちを伝えることを促した
り、社会参画等に関連する情報を掲
載したりすることで、家庭や地域と
のつながりについて考えることがで
きるよう配慮されている。
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Ⅲ 目 特別の教科 道徳

日 文

,学年が上がるにつれて文章量を増や
すとともに、中学生を題材とした教
材を多く掲載することで、生徒が自
身の生活を振 り返りながら考えるこ
とができるよう配慮されている。

・補助的資料や学習内容を広げる関連
コラム、語句の脚注を多用すること
で、生徒が内容を理解することがで
きるよう配慮されている。

・教材第下部に写買やイラス トを掲載
し、教材文の冒頭に見開きいつぱい
の写真や漫画教材、挿絵を多用する
とともに、話合い活動など学習の進
め方を写真で提示することで、生徒
の学習意欲や学習効果を高めること
ができるよう配慮されている。

・B5判を採用 し、大きめの揮絵や写
真を掲載 しながらも余白を確保する
ことで、読みやすくなるよう配慮す
るとともに、表題の下には主な登場
人物を掲載することで、生徒が内容
を把握 しやす くなるよう配慮 されて
いる。        |

光 村

・学年が上がるにつれて文章量を増や
すとともに、補助的資料や学習内容
を広げるコラムなどは横書にして、
教材本文との区別を明確にすること
で、生徒が内容を理解することがで
きるよう配慮されている。

`教
材名の上部に内容項目を明記し、

補助的資料を多用することで、生徒
が内容を理解することができるよう
配慮されている。

・表偏から心偏が誘み取れるような揮
絵や写真を掲載するとともに、会話
文のみで構成 さた教材を掲載 した
り、生徒 自身が検索できる補助資料
を二次元コ‐ ドで提示 した りするこ

とで、生徒の興味・関心を高めるこ
とができるよう配慮 されている。

・B5判を採用 し、文写のフォン トや
大きさ、行間を工夫 して余白にゆと
りをもたせるとともにヽ挿絵や写
真、図表などの多様な資料を大きく
掲載することで、生徒の学習意欲を
!高

めることができるよう配慮 されて
いる。

教 出

・字年が上がるにつれて文軍量を増や
す とともに、字間や行間、行数を工

夫 し、長い教材文は上下三段組 とす
ることで、生徒が内容を理解するこ

とができるよう配慮されている。

・教材名の下部に簡潔な問いを示すこ
とで、生徒が導入時に主題や内容を
理解した上で考えを深めることがで
きるよう配慮されていると

・見開きいつばいに写買を掲載し、揮
絵や漫画教材、図表を多用するとと
もに、巻末に47都道府県ゆかりの

著名人の言葉を掲載することで、生
徒が学習内容を身近に感 じ学習意欲
を高めることができるよう配慮され
ている。

・B5判を採用 し、教材文の行下には
番号や点を表記することで効率的に

学習活動を進めることができるよう
にするとともに、行間やページの余
白を確保することで、教材文が読み
やすくなるよう配慮 されている。

東 書

・字年が上がるにつれて文軍量を増や
すとともに、中学生にも分かりやす
い語句や表現を用い、生徒に馴染み
の薄い語句には脚注を付けること
で、生徒が内容を理解することがで
きるよう配慮されていると

・教材の最後に、補助的資料や書き込
み式ワークシエ トを付けていること
で、生徒が内容を理解した上で考え
を深めることができるよう配慮され
ている。

・教材名下部に生徒に周‖染みのある浸
画の 1コ マを取 り入れたり、図表
データを提示 した りするとともに、
教材全部が漫画のものを掲載するこ
とで、生徒の興味・関心を高めるこ
とができるよう配慮 されている。

・AB判 を採用 し、各教材にメモ欄を
設け、考えや振 り返 りを書き留めら
れるようにするとともに、生命尊重
等のユニットでは、始めにテーマや
登場人物を紹介することで、学習の

見通 しをもつことができるよう配慮

されている。

観点

発行者

(1)

適文
切章
なは
記

｀

述分
とか
な り
つゃ
てす
い く
る

｀

か質

量
と
も
に

(2)!

る習に学写
か効

｀
習真°

果学意
｀

に習欲挿
十内を絵
分容高

｀

配 とめ図
慮のる表
さ関 とな
れ連 とど
てや もは
い学  ト

(3)

切質大 レ
に

｀
きイ

配製 さア
慮本

｀
ウ

さ等挿 ト
れに絵や
てつの色
いい活彩
るて用

｀

かは
｀
文°｀

紙字
適 の

3

長学
習
効
果
や
使
い

や

す
さ

見
や
す
さ

パ

l

サ

ル

ア

ザ
イ
ン

等
の

観
点
か

ら
の

表
記

表
現
や

体
裁
の

特



Ⅲ 特別の教科 道徳

日 科

・適切な文章量で、オ ンジナル教材を

多数掲載す るなど学習内容を充実さ
せることで、生徒の考えを広げるこ

とができるよう配慮 されている。

・ぺ▼ジの左上に教材名を明記し
助的資料や関連ヨラムを多用す
とで、■徒が内容を理解するこ
できるよう配慮されている。

補

こ
が

ヽ
る

と

・グラフなどの図表やチェンクリス ト
を効果的に配置し、イラス トと吹き
出し、新聞の投稿記事、テーマの事
例のみで構成されている教材を掲載
することで、生徒の興味・関心を高
めることができるよう配慮 されてい

る。

・B5判を採用 しヽ表題を本文 と統一

したフォン トで大きく表記 し、見や
す くするとともに、優 しい色合いの

挿絵を効果的に配置することで、本
文の内容に目が向きやすくなるよう
配慮 されている。

・教材の最後に写冥付きで人物を紹介
し、教材の裏付けとして関連した新
聞記事や手書き資料を掲載すること
で、生徒の興味・関心を引き出し、
学習効果を高めることができるよう
配慮されている。

・AB判を採用し、挿絵の色合いや余
白を工夫して教材文に目が向きやす
くするとともに、教材ごとに道徳
ノー トの対応ペエジを掲載すること
で、学習活動が円滑に展開され、価
値理解を深めることができるよう配
慮されている。

廣あかつき
七適切な文章量で、語句には脚注を付
けるとともに、長い教材文は上下三

段組にすることで、生徒が内容を理

解することができるよう配慮 されて
いる。

各教材の終わりに学習内容に関連す
る著名人の名言を掲載したり、「道
徳ノー ト」に補助的資料を豊富に掲
載したりすることで、生徒が考えを
広げることができるよう配慮されて
ヤ`る。

・AB判を採用し、各教材にメモ欄を
設け、考えや振り返りを書き留めら
れるようにするとともに、表題の下
には本文抜粋の言葉を、ページ下に
は登場人物を紹介することで、学習
の見通しをもつことができるよう配
慮されている。

学 研

・適切な文章量で、豊富な脚注や学習
内容を深めるための補助的資料を活
用することで、生徒が内容を理解す
ることができるよう配慮されてい
る。

・教材名の下部に主題や課題解決につ

ながる短い文章を添えることで、生
徒が主体的に考えることができるよ

う配慮されている。

,写買やイラス ト、グラフなどの図表
を用いた補助資料の提示や、漫画や
シナ リオ.紙芝居の教材を掲載 し、
チエンクリス トを付けることで、生

徒 自身の興味・関心を高めることが
できるよう配慮 されている。
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